









derson and Blundell (1982)は,モデルに誤差調整機構Error Correction

















ここで B*(L)=I 十 B1L+B~L2+ ・・・・ +B j， L ぺ
A *(L)ニ Ao+A 1L十 A~L2 十・・・・十 A~Lq
であり， Lはラグオペレーター LYtニ Yt-lである。
B*(L)w t=L1w t十B(L)L1wt+B本(1)Wtーρ
(~) 
および A *(L)xtニ A(L)L1Xt十A本(1)Xt-q 
という関係を用いると(2)式は次のように書き直すことができる。
(3) L1Wtニ B(L)L1wt+A(L)L1x t-B(w t-t -n(θ)Xt-q)+εt 
p-1 
ここで， B(L)= ~ (~Bj)L i 
1=1 J=O 
p> 1 (p豆 1のときはゼロ)
q-1 
A(L)= ~ ( ~ Aj)Li q孟1
1ニ OJ=O
p 
B三 B*(1)=:~ Bj 
J=O 
r p 1-1 r q 
n(8)=B-1A *(1)三 I~ Bj I I ~ Aj I 
LJ=O J Ij=O 
である。いま， pニ 1および q=l と仮定すると，一階の動学モデルは次の
ようになる。
(4) L1w t=AL1xt-B(w t-1-n(8)Xt-1)+εt 
消費者需要理論の同次性および対称性の計量モデルによる統計的検定につ
いて， Laitinen (1978)， Meisner (1979)， Bera et al. (1981)は，シミュレ
ーションによって，同次性および対称性の(漸近的な)検定方法は， (静学
的な)需要関数の方程式の大きさに比較して標本数が小さい場合には，帰無
仮説を偏って棄却する傾向があることを示している。 Andersonand Blundell 
























































































(7) L1 wt=AL1xt-B(Wt-l-flxt-l)+εt 
rWlt-Wlt-l I IWlt-l I 
L1 W t=1 W2t-W2tー1 1， Wt-l一 1W2t-l 1， 目 ・ ー・ E
E ・
E ・ ・ ・・ E
E ・ ・ E







log( ~) t-1og (之)t-1P" '~b\P 
， xt-1=llogplt-1 
logp 2t-1 
logp k t-1 
-logp 1t-1 
logp2t -logp 2t-1 
logp kt -logp kt-1 
.1x t=llogp 1 t
..a 1k al alO 
.. a2k a21 a20 
A 





















































γ21 ・ γ2k β2 
H 



























eij=二三一(γij一 βi(αj+ ~ γ柑 log P m) -dij 





























る。すなわち，効用関数 U が衣料 x とその他の消費費目 Z に分離可能とす
る，u=F(o(x)， z)=f(v， z)， v=o(x)。このとき，衣料に関する AIDS需要
k M) 

























logL 1 = 1407.14， 
logL2= 1406.630 
仮説 Hlと対立仮説 H。の検定において，仮説 Hlの下で自由度は制約の
数である3である。自由度 3のとき x2一分布の 5%の p-値は 7.815であり，
x
2 = -2 (log L 1 -log L 0)= 1 .60であるから，同次性の仮説は 5%の棄却域の
検定において棄却できない。同様に，仮説 H2と対立仮説 Hlの検定にお































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































' K  
。0
・K







































































































































































































































L112W i=αi+βiL1121og( .:. ) + ~γij・L1 12 10gPj
r J=l 
k 














表 3 静学的 AIDS 需要関数のパラメーターの値
αi βi γi1 γi2 γi3 γ“ 
-0.004 0.141 -0.084 0.052 -0.014 0.046 
干日 月日
( 0.003) 0.033) ( 0.069) 0.056) ( 0.029) 
0.002 -0.021 0.006 -0.021 -0.037 
洋 B& 
0.002) ( 0.028) o .058) ( 0 .027) ( 
シャツ 0.004 -0.061 0.081 -0.046 
セーター ( 0 .001) ( 0 . 015 ) 0.027) ( 
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詳しくは， Anderson and Blundell (1982) を参照されたい。(1) 
B吋L)Wt=Wt-Wt-1十Wト I+Biwtー1+B;Wt-2+・・・+B~-1W HP-I)+ B~w t-P 
P 







=.dw t+ L: Bjw t-I + L: Bjw t-2 +・・・+L: Bjwt-(p_l)- L: BjWt-2一
J=O ニ o j=O J=O 
p-2 p-l P 
.-L: Bjwt-(pー1)- L: Bjwt-p+ L: Bjwμp 
































































Aホ(L)Xt=Aoxt+Aixt_I+A;xト 2+・・・+A ~_IX t-(q-I) + A ~x t-q 
q qー 1
ニ Aoxt+ A ix t-I + A;x t-2+・・・+A ~_IX t-{q-1) + L: Ajxト~ Ajxt-q 
J=O J=O 
2 q-l 
=Aoxt+ L: Ajxt-I+ L: AjXt-2+・・・+L: Ajxト(q-
=0 J=O J=O 
12 経営と経済
q-2 q-1 q 
-Aoxト 1- ~ Ajxト 2一・・・- ~・ Ajxt-(q-O- ~ Ajxト q+~ AjXt-q 
Jニ o J=O ニ o ニ O
q-l q-1 
ニ~ (~Aj)VXt- ~ (~Aj)LiXt_1+A* (1 )Xt_q 
1=0 J=O ニ o J=O 
=A(L)L1x t+ A *( 1 )x t-q 
k 
(3) Wiニ αi+~ ')'ijlog pj+βi1og(去)
Jニ
where 
k k k 
logPニ α。+~ amlogPm+~ ~ ~ 'Ymjlogpmlogpj 
mニ 1 ム m=IJ=l
k k 
P，qiニ α;y+y~γijlogpj十 βiY logy-βiY(α。+ ~ amlogPm 
J=l m=l 
k k 
+~ ~ ~ 'Ymjlogpmlogp) 
1 ・
中 mニ 1Jニ 1
3円 k

























































qiay Wi Wi 
一 θ(Piqi)θ(piqi) apθqi  _ _ _ I pj a円
一一一一=一一一一一一」ー =Pi一::!~Pj ニ Piqi(一ーニ)
り θlogpj apj θlogpjθpj -- qiθpj 
k 
=yγij-yβi(αj+ ~γmjlog P m>
m=l 
e;;= pjθq i=-J 1 一一 …-qiθpj Piqi 
k 
J ー (γij一βi(aj+ ~γ町log P m>)一札J
Piqi m=l 
k 
=-=-(γij-si(αj + ~ 'Y mjlog P m>) -a ij 





















(5) 手節調整済データを用いるときの問題点については Davidsonet a1. (1978) p.671を
参照されたい。
(6) 計算したモテールの結果に対して，所得を実質化する指数(6)式とその近似的な値(13)式と
の聞に大きな差がないことカミ Deatonand Muellbaner (1980) p. 320およぴ Anderson
and Blundell (1983) p. 403に報告されている。
(7) 計算は T.S. P.パッケージのガウス・ニュートン法により行った。
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